
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やはぎっ子の一日 

６月４日（火）～年長 サツマイモの苗植え～ 

 タマネギ・ジャガイモの収穫を終えた畑を耕し、次は、サツマイモの栽培に挑戦です。畝にたっぷり水を含ませ、

マルチを掛け、一本一本、丁寧に苗を植えました。例年、収穫量が今一歩…ということですが、今年はどうでしょう

か？！子ども達の“大きくな～れ！パワー”が、土の中に届くといいですね！ 

６月 

№１

１ 

６月４日（火）～年長 カレーの買い物～ 

 もうすぐカレーパーティーということで、年長児が、カレーに必要な材料をヤオマサまで買いに行きました。事前

に何を購入するか、誰が担当するか等、クラスのみんなで話し合って臨みました。ヤオマサさんの全面協力の下（商

品が分かりやすいようにコーナーでまとめて置いてくださったり、子どもに届くようにしてくださったり、会計を丁

寧にしてくださったり…等。）、無事に買い物を済ませることができました。カレーパーティーへの期待がますます膨

らみました。 

６月７日（金）～カレーパーティーの 

招待状をもらいました～ 

 みんなで戸外遊びをした後、年長児から年少児へ、カレ 

ーパーティーの招待状が送られました。年長児が育て、収 

穫した野菜を、年長児が包丁で切って、カレーを作るので、 

ぜひ、年少さんに食べてもらいたい…と。年少児も、今育 

てている夏野菜が収穫できたら、それを入れてください！ 

…と。それぞれに、カレーパーティーへの期待が膨らんで 

います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１日（火）～カレーパーティー～ 

 いよいよ、待ちに待ったカレーパーティー！ 

 年長児は、登園後、張り切って支度をし、早速、タマネギの皮むきを。真剣にタマネギを見つめ、1枚 1枚丁寧

に皮をむく姿が可愛かったです！そして、緊張の包丁での野菜切り！ドキドキしながらも、しっかりと手元を見つ

め、ボランティアのお母さん達に見守られながら、見事に、怪我なく切ることができました。 

 その頃、職員室では、ボランティアのお母さん達も野菜切りを頑張ってくれていました。 

 そして、すべての材料が切り終わり、いよいよコンロに火が入り、鍋の中に投入されました。丁度、年少児が見学

に来たので、年少児が栽培・収穫してくれたナスとピーマンを投入し、炒める様子を見てもらいました。年長さんが

収穫したジャガイモとタマネギ。年長さんが買ってきてくれたニンジンも入ると、「いいにお～い！」「早く食べた～

い！」と。その後に見学に来た年長児も、自分たちが切った野菜が入っている鍋をのぞき込み、嬉しそうでした。 

 出来立てのカレーを遊戯室に運ぶと、子ども達はお待ちかね！ボランティアのお母さん達によそってもらい、みん

な揃って「いただきま～す！」おかわりをする子も多く、大満足のカレーパーティーとなりました！ 

 ちょっと苦手な野菜でも、自分で作ったり、友達が作ったり、みんなで一緒に食べたりすると、とってもおいしい

ものに変身するんですね！ 

 登園後から、長い時間、お手伝いをしていただいたボランティアの皆様、ご協力、ありがとうございました。皆様

の愛情がたっぷり入ったおいしいカレーを子ども達は食べることができました。 

６月１２日（水）～ぽすくま来園～ 

 郵便局のマスコットキャラクター“ぽすくま”が幼稚園に遊びに来てくれました。「可愛～！」「ほわほ 

わ…！」と、嬉しそうな子ども達！（特にしか組の男の子達はメロメロでした！）手紙離れが進んでいる 

現代、子ども達が手紙を書く機会を…という願いのもと行われている企画だそうです。それに賛同した矢 

作幼稚園卒園生のお祖母様がスポンサーとなり、矢作幼稚園の子ども達にこの体験をプレゼントしてくだ 

さっているそうです。こんなに素敵で、貴重な体験をさせていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。 

今年度、年長児は、自分で手紙を出す人を決め、自宅で宛先を書いてもらい、幼稚園で絵や文章を書いて投函しま

す。年少児は、遊びに来てくれた“ぽすくまちゃん”にお礼の手紙を書き、年長さんに投函してもらいます。自分宛

てに手紙が届くのは、とっても嬉しいことだと思います。ぜひ、これをきっかけに手紙のやり取りが始まるといいな

…と思っています。 


